
床暖房に木質フローリングを使うためには

　はじめに
　住まいの快適性が求められる時代のなかで，床暖房

は頭寒足熱の自然なぬくもりが得られる快適で健康な

暖房方式としてその評価が高まっており，図1に示す

ようにその施工実績は年々増加しています。これに伴っ

て木質フローリングと床暖房の組み合わせが多くなっ

ていますが，その一方で床暖房に対応していない木質

フローリングを使用したり適切な施工を行っていない

ことなどが原因で生じたトラブルが見受けられます。

　ここでは，木質フローリングを床暖房の床に使用す

る場合の問題点とその対策について述べます。

　床暖房用フローリングに求められる性能
　木質フローリング（以下，フローリング）を床暖房

の仕上げ材として使用するときは，一般の使用環境に

比べてより厳しい環境に置かれるため，フローリング

に次のような現象が生じて使用上の問題となることが

あります。

(1) フローリングの加熱・冷却の繰り返しや含水率の

　変化に伴う収縮・膨張によって表面に多数の微細な

　割れ（クラック）が発生する。

(2) フローリングの加熱に伴う接着剤の劣化によって

　接着層がはく離する。

(3) フローリングの加熱によって塗膜や着色剤が劣化，

　変色を起こす。

(4) フローリングが加熱され含水率が低下して目すき，

　反り，ねじれなどの狂いが生じる。

表1  床暖房用フローリングに求められる機能

清　野　新　一

　図1  温水式床暖房システムの施工実績

　　　　　　　　　（ゆか，39巻6号，1996年）

－6－



床暖房に木質フローリングを使うためには

　これらの問題を起こさず床暖房でも使用が可能なフ

ローリングには，表1に示すような性能が求められま

す。大手建材メーカー各社ではこれらの性能に配慮し

た製品を開発し，床暖房用フローリングとして商品化

しています。

　フローリングの耐クラック性
　ラワン合板などを基材に用いてこれに広葉樹単板な

どを化粧貼りした複合フローリングでは，床暖房によっ

て表面の塗膜や化粧単板に細かな割れが多数発生する

ことがあります。写真1はナラ単板を表面材としてラ

ワン合板に化粧貼りした複合フローリングに発生した

表面割れの様子です。

　フローリングの表面割れの起こりにくさを「耐クラッ

ク性」と呼びます。この耐クラック性を調べる試験の

ひとつとして，表2に示すような床暖房によってフロー

リングが置かれる環境を促進的に再現する処理を10サ

イクル繰り返し，これによって発生した表面割れの状

態を図2のように点数で評価する方法があります。評

価点数は全く表面割れが起こらない場合を10点とし，

発生する表面割れの密度が高くなるほど低い点数とな

ります。大手建材メーカーが開発した代表的な床暖房

用フローリングと一般用フローリングについてこの試

験を行った結果，図3に示すように床暖房用フローリ

ングは一般用フローリングに比べて明らかに耐クラッ

ク性に優れており，床暖房で使用しても表面割れを起

こしにくいことが確認されました。

　フローリングの表面割れの起こりやすさは化粧単板

の樹種や厚さによって異なります。複合フローリング

の化粧単板として最も一般的なナラは，カバやブナな

どフローリングの表面材として使用される他の樹種に

        　写真1　ナラ複合フローリングに発生した表面割れ
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表2　促進劣化処理の1サイクル

図3　促進劣化試験による市販フローリングの耐クラック性評価

図2　表面割れ密度の分類
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比べて表面割れを起こしやすい樹種です。また表面材

の厚さが厚くなるほど表面割れが起こりやすくなりま

す。このため，ナラ材を用いた床暖房用フローリング

は表面材が比較的薄いものに限られています。市販の

床暖房用フローリングについてみると，表面材にナラ

単板を用いたものでは，その厚さが0.6mm以下に限ら

れ，このため土足歩行のような耐久性が求められる用

途では使用できません。一方，表面材にカバ単板を用

いたものではその厚さを3mm程度まで厚くすることが

できるため，土足歩行での使用が可能なものもありま

す。

　フローリングの耐クラック性を向上させる技術とし

ては，基材にラワン合板を用いるよりもＭＤＦを用い

た方が表面割れを起こしにくいこと，塗装仕上げでフ

ローリングの塗装に広く使用されているウレタン樹脂

に対して塗膜に柔軟性のあるブタジエン樹脂を用いた

方が耐クラック性が向上することが分かっています。

　フローリングの接着性・塗膜性能
　床暖房によってフローリングが加熱されると接着剤

や塗料は劣化を起こすため，フローリングの接着層が

はく離したり塗膜が変色したりすることがあります。

　接着剤の劣化が進行する速度は，接着剤の種類や加

熱条件によって異なります。代表的な6種類の接着剤

で製造したラワン合板の加熱暴露試験から求めた加熱

環境下における耐用年数を表3に示します。これをみ

ると，架橋型酢酸ビニル樹脂とユリア樹脂で製造した

合板は，通常の床暖房使用環境と考えられる暴露温度

50℃における耐用年数が数時間から数年までしかなく，

床暖房使用環境での接着耐久性に問題があると考えら

れます。これに対して普通合板のＪＡＳ区分で1類合

板に該当するメラミン・ユリア樹脂他3種類の接着剤

で製造した合板は，通常の床暖房使用環境（暴露温度

50℃）において耐用年数が数百年以上あり接着耐久性

に全く問題がないといわれています。

　塗膜の劣化については，通常の床暖房による加熱で

はフローリングの表面温度が30℃前後であるため特に

耐熱性塗料の必要はなく，フローリングの塗装で一般

に使用されているウレタン樹脂塗料を使えば問題はな

いとされています。

　フローリングの寸法安定性
　床暖房によってフローリングが加熱されると，含水

率の低下によりフローリングが収縮して目すきが生じ

たり，反り，ねじれなどの狂いが生じることがありま

す。床暖房によるフローリングの収縮量は，むくの単

層フローリングと合板などを基材とした複合フローリ

ングとでは大きく異なります。各種床材料が吸放湿に

よって含水率が1％変化したときに生じる寸法変化を

元の寸法に対する百分率で表し，これを含水率1％当

たりの寸法変化率として表4に示します。これをみる

と，ラワン合板の寸法変化率に対してＭＤＦのそれは

2.7倍，ナラのむく材では10～20倍にもなります。つ

まりフローリングの寸法・形状が同じで床暖房による

表4　各種床材料の吸放湿に伴う含水率1％当たりの寸法変化率

注）（ ）の数値は，ラワン合板に対する比率を表す
　　　　　　　　　　（中島　力：ゆか，37巻12号，1994年）

表3　加熱環境下におけるラワン合板の耐用年数

（佐々木　光ほか：Wood Research，No.59/60，1976年）
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含水率の低下量も等しい場合，むくのナラ単層フロー

リングではラワン合板を基材とした複合フローリング

に比べて10～20倍も大きな目すきが発生することにな

ります。

　木質材料の特性である水分の吸放湿に伴う膨張・収

縮は，特に単層フローリングを床暖房に使用する上で

の難点となるため，前章で述べたようにこのような収

縮・膨張を抑える寸法安定化処理技術が検討されてい

ます。これらの寸法安定化処理技術の他にも，フロー

リングの初期含水率を通常の製品より低めに（含水率

8％程度）調湿・管理して，床暖房による含水率の変

化を少なくすることや，フローリングの寸法を小幅に

して発生するすき間を分散させ日立たなくすることな

どが考えられます。

　フローリングの施工法と発生する目すき
　床暖房によってフローリングに発生する目すきの程

度は，使用するフローリングの寸法変化率の他にフロー

リングの施工法や下地材の種類などの施工条件によっ

ても異なってきます。施工法と下地材の種類を変えて

ナラ単層フローリングを施工した4種類の床組につい

て加熱暴露試験を行い，発生する目すきの大きさを比

較した結果を図4に示します。これをみると，根太や

合板のように剛性が高く変形しにくい下地にフローリ

ングを施工した場合と軟質床暖房パネルのように柔軟

性があって変形しやすい下地に施工した場合とでは，

同じフローリングを施工しても発生する目すき（すき

間の最大値）に大きな差が生じることがわかります。

図4　床組仕様別さね部すき間増加量の比較
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これは軟質床暖房パネルのような下地では，施工され

たフローリングの収縮よりも下地の伸び縮みが大きく，

発生する個々の目すきの大きさにばらつきがあります

が，最も気になるその最大値が大きくなるからです。

　床暖房での単層フローリング使用上の注意事項
　前に述べたように単層フローリングの寸法変化率は

ラワン合板などに比べると極めて大きく，床暖房で使

用したときには複合フローリングに比べて大きな目す

きが生じます。このため単層フローリングを床暖房で

使用する場合には次のようなことについて留意する必

要があります。

(1) 極端に高い温度での運転が予想されるなど床暖房

　の使用環境が厳しい条件では，単層フローリングの

　使用は避ける。

(2) 含水率が均一に乾燥され，床暖房に対応して含水

　率調整された製品を使用する。

(3) 単層フローリングの形状は，施工性を悪くしない

　範囲で，小幅にした方が発生するすき間を分散でき

　る。

(4) 単層フローリングの施工は，軟質床暖房パネルへ

　の施工は避け，ハードタイプの床暖房パネルや合板，

　根太への接着施工とする。

　おわりに
　床暖房の用途は，住宅に限らず教育・福祉施設やス

ポーツ施設など多様化してきています。このため木質

フローリングにおいてもそれぞれの用途において要求

される性能に加えて，床暖房にも対応する性能を備え

た製品が求められています。例えば，耐久性があり土

足歩行が可能な表面材の厚い複合フローリングであっ

て，これに床暖房で使用可能な耐クラック性を付加し

た製品や，防音性や安全性などの機能に加えて床暖機

能も備えた多機能な製品の開発が重要と思われます。

また，耐久性という優れた特徴を持っている単層フロー

リングが床暖房で使用されるためには，下地となる各

種床暖房パネルとの相性を考慮し使用可能な床暖房パ

ネルを限定した上で，マニュアル化された適正な施工

法とともに製品を提供することが必要と思われます。

　　　　　　　　　　　　（林産試験場　企画課）
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